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井

芳

郎

可

江
戸
時
代
天
領
下
に
お
け
る
助
郷
の
研
究

|
|

特
に
武
州
多
摩
郡
関
前
村
を
中
心
と
し
て
|

|

徳
川
封
建
社
会
に
お
け
る
農
民
の
生
活
、
特
に
農
村
の
あ
り
方
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
っ
た
か
。
に
つ
い
て
は
現
在
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
般
的
傾
向
も
略
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
謂
わ
く
幕
末
に
近
ず
く
に
つ
れ
て
、
幕
府
瓦
解
の
要
因

が
愈
々
学
み
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
農
村
分
解
と
い
う
拭
う
ペ
か
ら
ざ
る
力
と
な
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
助
郷
村
の
圧
迫
か
ら
依
っ
て
く
る
こ
と
が
、
大
き
い
'
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
論
で
は
五
街
道
の
一
つ
、
比
較
的
大
名
通
行
の
数
少
い
甲
州
道
中
の
一
駅
、
高
井
戸
宿
に
お
け
る
助
郷
の
あ
り
か
た
を
見
な
が

ら
、
右
の
次
第
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一一

五
間
道
の
宿
場
及
び
こ
れ
に
近
接
せ
る
村
々
は
、
年
貢
物
成
に
代
え
て
伝
馬
役
、
歩
行
役
等
の
人
夫
役
を
課
せ
ら
れ
た
。
伝
居
間
役
、
歩
行

役
は
特
定
数
の
人
馬
を
用
意
し
て
、
御
朱
印
御
証
文
を
所
持
せ
る
幕
府
の
公
用
旅
行
者
若
し
く
は
特
権
旅
行
者
の
た
め
に
、
継
立
人
馬
を
調

達
し
、
休
泊
、
川
越
の
準
備
を
な
し
、
幕
府
の
御
用
状
、
御
用
荷
物
等
を
逓
送
す
る
義
務
が
あ
る
。
而
し
だ
・
各
宿
場
に
お
い
て
準
備
す
，
へ
き

人
馬
の
数
は
、
街
道
に
よ
っ
て
定
数
が
あ
っ
て
、
東
海
道
は
毎
宿
人
夫
百
人
、
馬
百
疋
、
中
仙
道
は
五
十
人
五
十
疋
、
他
の
コ
一
街
道
も
夫
々

二
十
五
人
二
十
五
疋
で
φ

め
っ
た
。

然
し
こ
の
定
数
の
へ
馬
だ
け
で
は
、
到
底
底
止
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
祉
い
交
通
の
増
加
に
応
ず
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
明
暦
以
後

四
九
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五

O 

は
漸
く
助
郷
の
制
度
な
る
も
の
が
発
達
し
た
。

助
郷
と
い
う
の
は
、
定
数
の
人
馬
の
み
で
は
足
ら
な
い
駅
宿
に
加
勢
す
る
た
め
に
、
課
役
に
代
え
て
特
定
数
の
人
馬
を
調
達
す
べ
き
義
務

を
負
わ
さ
れ
た
宿
駅
附
近
の
郷
村
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
白
井
助
郷
と
大
助
郷
(
加
助
郷
)
と
の
区
別
が
あ
っ
た
。
芳
助
郷
と
い
う
の
は
、
平

常
宿
駅
に
対
し
て
予
備
人
馬
を
補
給
す
る
義
務
あ
る
γ

も
の
で
、
宿
駅
近
傍
一
、
二
里
の
諸
村
に
課
さ
れ
る
も
の
を
主
と
し
、
大
助
郷
は
臨
時

の
用
に
踊
え
た
も
の
で
、
諸
候
の
参
親
交
替
や
番
衆
通
行
め
大
通
行
等
あ
る
際
、
定
助
郷
の
不
足
を
補
う
た
め
に
出
す
も
の
で
、
五
、

f

ハ里

か
ら
一

O
里
内
外
の
諸
村
か
ら
徴
す
る
の
で
あ
る
。
「
五
駅
便
覧
」
享
保
六
年
の
定
め
に
、

助
合
村
へ
人
馬
当
之
定
は
無
ν
之
候
得
共
、
大
概
百
石
に
付
、
三
・
四
疋
入
日
比
五
・
六
人
迄
は
安
助
計
-一
而
相
皆
、
夫
よ
り
多
く
入
時
は

大
助
村
相
触
、
方
宿
エ
寄
不
同
之
事
、

と
み
え
て
い
る
。

助
郷
の
負
担
は
最
初
元
雄
七
年
(
一
六
九
四
)
に
は
助
郷
高
百
石
に
つ
い
て
馬
二
疋
、
人
足
二
人
で
あ
り
、
享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
に

は
右
に
み
た
よ
う
に
三
・
四
疋
、
五
・
六
人
と
な
っ
た
が
、
次
第
に
増
加
し
、
特
に
課
役
の
性
質
上
時
を
選
ば
ず
頻
々
で
あ
り
、
人
足
に
出

る
も
の
は
青
壮
年
で
あ
っ
た
か
あ
、
農
繁
期
や
凶
作
等
に
あ
っ
て
は
農
業
に
支
障
を
来
し
、
村
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
も
甚

L
い
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
幕
末
に
い
た
っ
て
人
馬
継
立
に
お
け
る
宿
駅
助
郷
の
地
位
は
全
く
逆
転
し
、
所
役
人
馬
十
人
の
う
ち
七
、
八
人
は
助
郷
人

馬
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
む
ま
た
こ
の
間
、
助
郷
課
役
の
金
銭
代
納
が
一
般
化
し
て
、
一
種
の
租
税
と
な
り
、
助
郷
農
民
の
経
済
生
活
を
、

い
ち
じ
る
し
く
圧
迫
し
、
農
村
分
解
の
一
要
因
と
な
っ
た
。
(
「
近
世
交
通
史
研
究
」

l
黒
羽
兵
次
郎
。
「
近
世
交
通
史
」

l
田
村
栄
太
郎

著
。
「
幕
末
の
高
井
戸
宿
」

l
西
郊
文
化
第
六
輯
)

一一一

次
に
当
地
方
に
関
す
る
助
郷
の
状
態
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
先
ず
資
料
の
関
係
で
武
州
多
摩
郡
関
前
村
(
現
在
東
京
都
武
蔵
野
市
関
前
町
〉

を
中
心
と
し
て
述
べ
て
み
る
と
、
当
村
は
甲
州
道
中
の
一
宿
駅
高
井
戸
宿
助
郷
村
で
あ
っ
た
。

高
井
戸
宿
は
上
・
下
二
宿
に
分
れ
て
、
二
宿
で
甲
州
道
中
の
一
宿
と
指
定
さ
れ
て
い
た
。
甲
州
道
中
は
他
の
四
筒
道
と
異
っ
て
寒
宿
が
多

い
た
め
か
、
二
村
乃
至
数
村
で
一
宿
分
と
さ
れ
そ
し
る
も
の
が
あ
る
。
上
下
高
井
戸
宿
の
他
に
も
上
鳥
沢
と
下
鳥
沢
、
上
花
咲
と
下
花
咲
、

中
初
狩
と
下
初
狩
と
は
夫
々
二
宿
で
一
宿
分
、
国
領
・
下
布
田
・
上
布
図
・
下
石
原
・
上
石
原
の
五
宿
三
宿
分
に
な
っ
て
レ
る
。
一
目
立
β
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高
井
戸
宿
に
あ
っ
て
は
月
の
う
ち
上
の
一
五
日
は
下
高
井
戸
宿
、
下
の
一
五
日
は
、
上
高
井
戸
宿
で
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

1
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
色
功
一
一
旬
。
元
締
年
間
内
藤
一
新
宿
が
開
か
れ
る
ま
で
、
高
井
戸
宿
は
甲
州
道
中
の
首
駅
と
し
て
江
戸
日
本
橋
に
直
通
し
て
お
り
、
日
本

橋
よ
り
下
高
井
戸
宿
へ
四
皇
、
上
高
井
戸
宿
へ
四
皇
十
二
丁
で
、
そ
の
人
馬
駄
賃
が
両
宿
高
札
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

高
井
戸
宿
の
助
郷
高
'
は
「
五
駅
便
覧
」
に
一
二
、
二
五
四
石
四
斗
と
見
え
る
が
、
一
六
保
以
降
幕
末
の
頃
即
ち
文
久
元
年
(
一
八
六
一
〉
の

上
下
高
井
戸
両
宿
助
郷
三
十
五
ケ
村
惣
高
九
、
二
五
四
石
に
減
少
し
て
い
る
。
時
晴
…
諸
制
明
街
道
を
さ
し
は
さ
ん
で
南
北
二
組
に
わ
か
れ

て
い
た
。
南
粗
し
は
高
二
、
六
四
三
石
で
、
喜
多
見
村
・
世
田
谷
村
・
経
堂
村
・
用
賀
村
・
上
野
毛
村
・
下
野
毛
村
・
岡
本
村
・
大
蔵
村
・
鎌

田
村
・
瀬
田
村
・
岩
戸
村
・
猪
方
村
の
十
二
ケ
村
で
あ
り
、
北
組
高
六
、
六
一
一
石
は
入
間
村
・
北
足
立
村
・
佐
須
村
・
柴
崎
村
・
深
大
寺

村
・
大
町
村
・
金
子
村
・
矢
ケ
崎
村
・
上
給
村
・
下
染
谷
村
・
北
野
村
・
西
窪
村
・
吉
祥
寺
村
・
私
庵
村
・
関
村
・
上
仙
川
村
・
中
仙
川
村

下
仙
川
村
・
野
川
村
・
上
連
雀
村
・
下
遼
雀
村
・
境
村
・
関
前
村
の
二
三
ケ
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
粗
の
勤
役
は

v
Bの
中
の
一

O
日
は
南

組
、
前
後
の
二

O
日
は
北
粗
で
勤
め
る
定
め
で
あ
っ
た
。
一
町
一
拡
散
官

武
州
多
摩
郡
関
前
村
は
こ
の
北
組
に
属

L
て
い
て
、
当
村
の
名
主
井
口
忠
左
衛
門
は
こ
の
上
下
高
井
戸
両
宿
助
郷
三
五
ケ
村
の
惣
代
と
な

っ
て
町、
助
郷
村
々
に
関
係
す
る
種
々
の
問
題
そ
取
ま
と
め
、
歎
願
、
訴
訟
、
連
判
、
請
書
等
々
の
代
行
し
て
い
る
こ
と
が
見
う
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
、
時
の
将
軍
嵐
山
御
成
に
付
い
て
の
人
馬
投
の
儀
で
急
御
用
と
し
て
の
廻
状
が
関
前
村
を
含
め
て
四
ケ
村
へ
き

た
こ
と
で
あ
る
。

(
1〉

そ
の
内
容
は
各
名
主
宛
に
、
日
時
、
場
所
、
人
馬
数
な
ど
を
間
違
い
な
く
召
連
れ
参
上
す
る
よ
う
に
。
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
将

軍
御
成
り
で
は
あ
り
、
人
馬
触
に
は
特
に
徹
底
を
期
さ
ん
が
た
め
、
再
三
の
触
達
が
あ
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
即
ち
こ
の
急
御
用
廻
状

は
如
上
の
点
を
、
更
に
念
の
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。
叉
四
ケ
村
へ
の
廻
状
と
い
う
こ
と
は
、
四
ケ
村
吉
祥
寺

村
・
桧
庵
村
・
西
久
保
村
・
関
前
村
何
れ
も
近
隣
で
あ
る
故
、
廻
覧
に
便
宜
が
あ
る
こ
と
。
叉
人
馬
触
れ
の
徹
底
を
期
す
意
味
で
各
一
村
々

々
に
出
す
ペ
き
を
、
四
ケ
村
位
に
し
た
こ
と
は
、
そ
の
手
聞
を
省
い
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

右
の
結
果
、
上
下
高
井
戸
両
宿
助
人
馬
触
出
し
の
村
順
が
不
同
で
あ
る
‘
こ
と
が
わ
か
り
、
早
速
当
局
で
そ
め
正
常
化
に
努
力
し
た
。
依
っ

て
今
回
か
ら
改
め
て
筆
順
の
本
末
を
判
然
と
さ
せ
、
各
村
の
郷
を
も
加
筆
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
き
す
れ
ば
以
後
人
馬
め
割
賦
も
過
不
及

玉
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五

な
く
出
来
る
の
で
あ
る
か
-ら
し
て
、
左
様
心
得
る
様
に
と
、
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
に
達
し
て
い
る
O

(

2

)

こ
れ
以
後
出
て
く
る
文
書
の

多
く
は
、
こ
の
指
示
に
よ
っ
て
触
出
し
、
村
の
郷
名
を
附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
き
の
達
し
に
対
'し
て
¥
こ
の
度
の
方
が
よ
く
実
施
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
引
続
い
て
、
早
速
請
書
を
差
上
げ
て
レ
る
。
即
ち
、
我
々
村
々
は
前
々
よ
り
高
井
戸
宿
助
郷
に
仰
付
ら
れ
て
い

る
が
、
郷
帳
も
無
か
っ
た
の
を
改
め
ら
れ
、
今
回、

稲
生
下
野
守
、
水
野
対
馬
守
両
人
の
印
形
に
よ
る
・
証
文
を
拝
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

定
め
と
ふ
て
の
宿
高
、
即
ち
、

一
一五
疋
に
二
五
人
'で
あ
っ
て
、
そ
の
外
平
生
は
百
石
に
つ
い
て
二
疋
宛
、
高
井
戸
宿
よ
り
触
次
第
勤
め
る
こ

と
に
致
し
ま
す
。
主
ハ
の
外
特
別
の
大
通
行
に
あ
っ
て
は
、
百
石
当
り
の
割
合
に
よ
っ
て
人
馬
を
増
す
こ
と
に
し
ま
す
。
尤
も
こ
の
何
れ
も
宿

役
人
、
助
郷
冶
主
連
印
の
上
で
決
定
さ
れ
、
実
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
に
な
っ
て
不
参
加
の
者
は
曲
事
と
な
ふ
こ
と
を
、
村
々

・

名
主

・
組
頭

一
同
は
請
証
文
を
作
っ
て
承
知
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
延
享
五
年
(
一
七
四
八
)
五
用
、

「
人
馬
相
勤
候
定
書
之
事
」
、

(
3
)

の
中
に
、
具
体
的
に
人
馬
勤
に
お
け
る
人
足
、
馬
、
才

料
、
名
主
の
夫
吠
壱
人

一
日
の
賃
銭
及
び
服
装
等
宮
規
定
し
て
い
る
。
更
に
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
一
応
助
郷
人
馬
触
出
し
は
、
先
規
の
通

り
代
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
備
、
出
銭
あ
る
-一
場
合
は
、
村
中
立
合
を
以
-
て
割
合
す
る
こ
と
の
連
判
証
文
の
請
書
を
な
し
て
い

る
。
す
)
叉
寛
延
一二
年
(
一
七
五

O
)
の
「
乍
恐
以
書
付
奉
御
願
上
候
」
0

(

5

〉
を
み
る
と
、
之
等
高
井
戸
宿
へ
助
入
馬
と
し
て
差
出
し
た

初
め
は
、
宝
永
二
年
(
一
七

O
五
)
で
甲
府
宰
相
(
徳
川
綱
重
欺
〉
の
御
家
来
衆
が
、
江
戸
表
へ
の
引
越
し
及
び
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)

に
は
同
じ
く
甲
府
勤
番
の
引
越
に
対
す
る
助
郷
人
馬
に
差
出
し
た
。
次
い
で
元
す
元
年
(
一
七
一
三
ハ
)
紀
州
侯
の
身
延
山
語
り
の
通
行
に
よ

る
人
馬
差
出
し
等
々
、
叉
延
享
元
年
(
一
七
回
目
)
道
中
奉
行
の
村
巡
り
の
た
め
、
上
下
高
井
戸
両
宿
へ
人
馬
勤
に
差
出
し
た
。
こ
こ
に
お

い
て
当
村
は
、
平
生
の
往
来
に
も
入
憶
を
高
井
戸
宿
に
寄
掛
け
て
い
た
の
で
、
大
変
難
儀
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
今
後
は
代
官
の

お
触
れ
に
よ
っ
て
助
人
馬
を
差
出
す
よ
う
，に
、
改
め
て
貰
い
た
い
と
お
願
い
を
し
た
。
因
み
に
甲
州
道
中
は
江
戸
白
木
橋
を
起
点
と
し
て
、

江
戸
府
内
で
は
、
内
曲
輪
・
八
重
州
河
岸
通
・
外
桜
田

・
麹
町
通

・
四
谷
門
・
四
谷
伝
馬
町
彊
を
経
、
内
藤
新
宿
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
府
外

に
出
て
上
下
高
井
戸
宿

・
布
田
五
ケ
宿

・
府
中

・
八
王
子
を
経
て
甲
府
に
達
す
る
三
十
四
次
で
お
っ
て
、
こ
れ
か
ら
先
韮
崎

・
上
諏
訪
を
経

て
下
諏
訪
で
中
仙
道
に
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
甲
府
は
幕
府
の
甲
州
都
代
の
所
在
地
と
し
て
重
要
地
を
占
め
、
更
に
信
州
伊
那
方
面

と
も
通
心
て
い
た
か
ら
、
幕
府
役
人
や
諸
藩
役
人
の
交
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
よ
か

L
街
道
と
し
て
は
東
海
・
中
仙
両
道
に
比
べ
て
交
通

量
も
少
く
、
宿
駅
の
設
備
も
劣
っ
て
い
た
。
甲
州
街
道
利
用
の
諸
大
名
も
右
両
道
に
比
べ
て
少
く
、
参
親
交
替
に
際
し
て
は
東
海
道
の
一
四
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五

六
家
、
中
仙
道
一
二
O
家
、
日
光
道
中
四
家
、
奥
州
道
中
三
七
家
、
水
戸
道
中
二
三
家
、
な
ど
に
対
し
て
甲
府
道
中
は
信
州
高
嶋
藩
・
岡
高
速

藩
・
同
飯
田
蕃
の
三
侯
八
万
三
千
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
一
側
室
に
も
係
ら
ず
既
に
こ
の
頃
、
当
上
下
高
井
戸
宿
助
郷
村
々
で
は
、
相
当

の
負
担
で
あ
り
難
儀
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
依
っ
て
こ
れ
以
上
の
課
役
は
免
除
願
う
べ
く
、
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
に
、
「
差

上
申
御
請
書
之
事
」

(
6
)

の
一
札
の
中
に
次
の
様
な
趣
旨
内
容
を
盛
っ
た
形
で
願
い
出
た
。
即
ち
豊
島
郡
一
村
、
多
摩
郡
二
ハ
ケ
村
の
村
々

は
、
他
宿
助
郷
と
違
レ
、
高
も
た
く
平
生
か
ら
因
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
き
て
、
年
二
百
両
増
じ
た
こ
と
は
、
益
よ
難
儀
に
な
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
飯
塚
常
之
車
代
官
支
配
の
時
、
高
掛
物
と
し
て
の
菜
種
・
大
豆
粕
佐
一

0
ヶ
年
間
免
除
さ
れ
た
。
本
年
(
寛
政
十
年
)
は
そ
の

年
季
明
と
な
る
が
、
現
代
官
の
野
田
文
蔵
に
対
し
て
、
右
の
高
掛
り
を
今
回
よ
り
永
久
免
除
さ
れ
る
よ
う
願
い
出
た
。
然
る
に
永
久
免
除
は

難
か
し
く
、
次
の
一

0
ヶ
年
聞
の
免
除
と
な
っ
た
。
関
前
村
で
は
こ
の
一

0
ヶ
年
免
除
の
先
規
を
「
覚
」
に
と
り
、
そ
の
特
許
と
も
い
う
べ

ぎ
一

0
ヶ
年
免
除
の
先
規
佐
以
て
、
次
の
文
政
一
一
年
(
一
八
二
八
)
か
ら
天
保
八
年
(
一
八
三
七
)
ま
で
、
そ
の
年
季
明
の
、
天
保
九
年

(
一
八
三
八
)
か
ら
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
ま
ゼ
夫
々
一

0
ヶ
年
聞
の
免
除
を
願
い
出
て
何
れ
も
聞
届
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
関

前
村
の
特
殊
性
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
助
郷
動
を
以
て
、
大
き
な
楯
に
と
り
、
高
掛
り
物
そ
の
他
の

課
伎
を
免
除
又
は
軽
減
し
て
貰
う
と
い
う
、
歎
願
書
や
願
書
等
を
官
に
差
出
す
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
は
単
に
当
関
前
村
の
み

で
は
な
く
、
各
助
郷
村
々
夫
々
の
特
殊
に
応
じ
て
歎
願
し
、
或
る
時
は
許
可
に
な
り
、
或
る
時
比
否
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

時
代
は
降
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
助
郷
村
が
、
幕
末
の
多
事
多
難
と
相
侠
っ
て
如
何
な
る
状
態
を
来
し
た
か
に
つ
レ
て
の
考
察
を
し
て
み

る
と
次
の
様
で
あ
る
。
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
「
取
極
儀
定
一
札
」
で
は
(
7
〉
甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
宿
助
郷
南
北
両
組
の
中
、
北
組
て

三
ケ
村
が
相
談
し
、
相
互
に

こ
の
時
局
に
対
し
鑑
み
て
、
戒
め
合
い
助
け
合
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
官
に
歎
願
す
る
に
も
好
都
合
'で
あ
る
し
、

好
結
果
を
将
来
す
る
と
し
て
、
取
極
議
定
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
即
%
、
近
年
甲
州
道
中
の
諸
家
、
其
の
他
の
通
行
が
急
増
し
て
き
た
の

で
、
か
ね
て
か
ら
人
馬
動
方
の
相
談
を
取
き
め
、
相
互
に
心
得
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
の
際
、
人
馬
の
買
い
揚
げ
、
賃
銭

の
引
き
揚
げ
等
に
よ
っ
て
、
勤
を
正
し
く
守
る
よ
う
に
筒
条
書
で
認
め
た
の
で
あ
ふ
。
そ
し
て
こ
の
議
定
書
は
各
村
々
に
持
返
り
、
村
役
人

中
よ
り
小
前
百
姓
一
向
に
、
堅
く
守
る
よ
う
心
得
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
所
請
、
人
馬
賃
銭
の
引
揚
げ
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
を
帯
り
な
く
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五

回

出
来
る
よ
う
、
道
中
奉
行
へ
再
三
願
い
出
て
、
今
回
漸
く
叶
え
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
即
ち
、
人
足
は
壱
人
に
付
銭
二
百
五
十
文
、
馬
壱
疋

に
付
銭
六
百
文
宛
と
し
、
他
の
筒
条
も
夫
々
そ
の
様
に
洛
う
て
取
極
め
た
の
で
、
よ
く
心
得
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

然
る
に
今
度
は
上
下
高
井
戸
宿
の
宿
方
で
、
悲
鳴
を
挙
げ
出
し
た
。
早
速
、
再
度
二
三
ケ
村
北
組
の
村
役
人
は
、
そ
の
事
情
を
よ
〈
極
め

た
結
果
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
歎
願
書
を
、
道
中
奉
行
所
に
差
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
(
日
)

(

1

)

近
年
、
西
国
・
中
国
筋
諸
大
名
・
家
中
衆
D
当
道
中
通
行
に
よ
る
人
馬
動
方
が
困
窮
し
た
こ
と
。

(

2

)

武
蔵
野
新
田
の
地
味
悪
し
く
し
て
、
開
発
当
初
よ
り
夫
金
養
料
を
官
か
ら
受
け
て
い
た
こ
と
。

(

3

U

苗
類
の
値
上
げ
は
、
近
年
特
に
急
増
し
、
年
来
の
四
倍
強
と
な
っ
た
こ
と
。

(…4)
連
年
不
作
に
し
て
、
年
貢
の
不
納
が
続
い
た
こ
と
。

(
5
〉
そ
の
た
め
、
雑
穀
・
諸
色
の
益
よ
高
値
と
な
っ
て
き
た
こ
と
。

(一
8
)
馬
持
百
姓
の
飼
料
等
の
高
値
に
付
、
馬
持
の
減
退
し
た
こ
と
。

(

7

)

前
述
の
議
定
に
よ
る
、
人
馬
賃
銭
の
引
き
揚
げ
も
、
物
価
高
値
に
付
、
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
。

(

8

)

馬
持
は
夫
だ
後
日
を
案
じ
て
、
飼
鳥
を
売
払
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

(
g
u

拠
ろ
な
く
、
二
駄
三
駄
曳
を
小
車
を
求
め
、
駄
賃
に
よ
る
日
雇
い
や
、
そ
の
日
の
幽
か
な
営
み
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

ハ
叩
)
諸
作
、
蒔
仕
附
や
苗
類
の
買
入
れ
不
行
届
の
た
め
、
秋
作
の
実
の
り
は
成
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
。

(
円
)
眼
前
の
村
柄
の
立
直
り
が
見
え
な
い
こ
と
。

(
ロ
)
小
前
百
姓
は
、
如
上
の
状
態
に
あ
る
村
柄
に
あ
っ
て
退
転
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
亡
村
と
な
る
始
末
で
あ
る
こ
と
@

(
悶
)
そ
の
上
、
鷹
場
の
御
用
・
諸
色
は
繁
く
、
叉
近
年
厳
重
を
極
め
て
き
た
こ
と
。
等
々
、

そ
こ
で
次
の
様
な
要
旨
の
歎
願
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

(
1
〉
今
後
、
御
朱
印
・
御
証
文
の
御
用
荷
物
の
他
は
、

三
駄
積
の
小
車
に
よ
る
継
立
を
許
可
し
て
貰
い
た
い
こ
と
。

〔

2
)
西
国
・
中
国
筋
の
諸
大
名
・
諸
家
中
衆
の
当
道
中
の
通
行
を
止
め
て
ほ
し
い
こ
と
。

〔

3
)
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
し
て
、
御
伝
馬
・
人
馬
の
動
方
を
減
じ
て
頂
き
た
い
こ
と
等
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

問
題
が
大
き
く
、
近
世
農
村
生
括
を
脅
か
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

如
何
に
此
の
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五
ケ
村

九
ケ
村

四
十
ケ
村

二
十
二
ケ
村

五
十

一
ケ
村

二
十
五
ケ
村

次
い
で
、

い
る
ο
(
9
)

今
回
、
特
に
注
目
す
る
点
は
動
方
に
慎
重
を
極
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
も
、

「
:
・
助
郷
高
百
石

エ一
付
馬
四
疋
ッ

、
此
分
人
足
八

人
ニ
替
?
:
一
式
h

」
と
あ
り
、
叉
別
紙
議
定
に
も
、
「
:
・
人
足
諸
才
領
井
助
郷
惣
代
板
橋
出
動
賃
銀
之
義
助
郷
惣
代
者
一
日
人
足
三
人
分
、
馬

壱
疋
同
断
、
才
領
一
日
入
足
弐
人
分
、
人
足
壱
入
者
一
日
銀
天
分
ツ
、
、
村
夫
人
足
ハ
人
足
質
問
断
一
式
々
」
。
と
あ
っ
て
、
夫
々
特
別
の
助

郷
の
人
足
賃
銭
を
定
め
て
い
る
。

更
に
和
宮
様
御
下
向
に
付
、
如
何
程
の
人
馬
が
使
役
さ
れ
た
か
は
、
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
今
設
に
犬
凡
、
そ
の
概
略
を
述
べ

る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
'。

「
和
宮
様
御
下
向
ニ
付

中
山
道
板
橋
宿
江
加
助
郷
一
条
請
向
之
写
」

こ
の
年
十
一
足
、

和
宮
様
淘
降
下
に
よ
る
板
橋
加
功
郷
人
馬
動
方
を
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
早
速
議
定
一
札
虐
作
っ
て

和

宮

様

御
下
向
之
箭
宿
継
人
馬
多
入
間
左
之
村
々
中
山
道
板
橋
宿
迄
当
分
助
郷
申
付
候
条
問
屋
方
ぷ
相
触
次
第
人
馬
遅
参
不
致
無
滞
差
出
相
勤
可

申
候
尤
当
時
年
季
休
役
中
之
八
訂
茂
今
般
御
用
ヱ
限
リ
是
叉
可
相
勤
も
の
也

再
開
九
月
廿
五
日

隠

紋

御

印

武

州

新

同

州

豊

同

州

足

同

州

埼

同

州

多

同

州

荏

原摩玉立島座

郡郡郡郡郡郡

五
五
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五
六

同同

樹築

橘都

郡郡

十
二
ケ
村

三
ケ
村

(
武
州
多
摩
郡
井
口
家
文
書
)

チf'l州

右
の
文
書
中
で
板
橋
宿
へ
加
助
郷
さ
れ
た
村
は
都
合
一
六
七
ケ
村
と
い
う
規
模
の
大
主
ぃ
、
近
郷
村
、々
の
総
動
員
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
と

え
休
役
中
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
、
動
員
さ
れ
動
方
さ
れ
だ
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

初
て
ミ
れ
ら
村
・
三
大
々
の
石
高
に
よ
り
て
、
人
馬
人
足
の
平
均
割
付
を
な
し
、
更
に
動
方
請
印
と
共
に
、
そ
の
徹
底
方
動
員
を
計
っ
て
い

る。「
和
宮
様
御
下
向
エ
付
御
当
日
御
継
立
入
馬
仕
訳
帳
」
(
叩
)
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
前
述
の
動
員
村
数
よ
り
も
遥
か
に
多
く
の
村
々
が
、
加

助
郷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
左
に
表
示
し
て
み
る
と
、

多豊足新豊
宿

摩嶋立座嶋 助

郡郡 郡郡郡 祭日
矢代

村
y 々道小板

口木合樽橋
惣

代
村村村村宿

都 十十十 ヰす

止口h 
六三豆七三

数ケクケケケ

村村村村村

埼多足豊多
宿

玉摩立嶋摩 助

郡郡郡郡郡 郷
下
村

小関玄元鷺
惣

林前審郷宮
代

村村村村村

t 

. 

四
村十十十 ‘十

八二五一七九

村村村村村村

(
井
口
家
文
書
)

控一
人際
の
割
当
人
足
動
員
数
は
ど
う
か
、
右
表
中
の
多
摩
郡
関
前
村
惣
代
三
十
五
ケ
村
を
挙
げ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
甲
州
道
中
の
上
下
高
井

戸
両
宿
加
助
郷
南
北
三
十
五
ケ
村
の
意
で
あ
っ
て
、
当
関
前
村
名
主
井
口
忠
左
衛
門
が
そ
の
惣
代
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
そ
の
助

郷
村
々
の
村
名

・
村
高
・
人
足

・
馬
等
を
表
に
し
て
、
次
に
掲
げ
て
み
る
。
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村入

間

村

北

足

立

村

佐

須

村

柴

崎

村

深

大

寺

村

大

町

村

金

子

村

矢

ケ

崎

村

上

絵

村

下

染

谷

村

北

野

村

西

窪

村

吉

祥

寺

村

松

廃

村

関

村

喜

多

尾

村

世
田
ヶ
谷
村

経

堂

村

名

高
(
石
)

一四七五 八二二三一 四一八 一一二
三一二二八七 00九九二三二五三一一四
四六八七 O四 O三八七二四五 O三三五九

人
足
(
人
)

三九六-!二九四四八四 九 二 八 二三五
O二 O六 O四四四七三八六八八八五四五

馬
(
疋
)

村

一四七五 O八二二四二 O四一八 Oー-'二

用

賀

村

上

野

毛

村

下

野

毛

村

岡

本

村

大

蔵

村

鎌

田

村

瀬

田

村

岩

宵

村

猪

方

村

下

仙

川

村

中

仙

川

村

上

仙

川

村

野

川

村

上

連

雀

村

下

連

雀

村

境

村

関

前

村

合

計

名

高

r.. 
石、J

人
足
(
人
)

一

七

一

三

九

五

五

二

二

一

六

九

三

八

一

四

八

三

七

二

二

八

五

一

八

六

一

八

三

二

二

七

一

一

一

九

一

」

六

六

七

二

ハ

三

九

八

八

七

六

二

一

五

六
ニ
・

五

一
五

一

九

九

・

五

二

二

六
O
O

ご
ニ
二

一二

O
O

六
六

二

九

五

六

四

二

三

八

五

三

九、

二
五
四
石
一こ、

O
三
五
人

馬
(
疋
)

(
井
口
家
文
書
に
拠
る
) 八
一二三三六一 00四 O一三一二一一 0一
疋

右
表
勘
案
の
結
果
、
凡
そ
石
高
凹
・
五
石
に
付
一

人
の
人
足
で
あ
り
、
同
じ
く

一
一
回
石
に
付
馬
壱
疋
の
割
合
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
毘

大
な
人
馬
の
動
員
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
、
右
助
郷
村
三
十
五
ケ
村
の
そ
れ
は
、
笑
に
高
九
、
二
五
回
石
、

人
足
二
、

O
三
五
人
、
馬
八

一
疋

五

七
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五
八

と
J

う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
前
記
板
橋
宿
加
助
郷
一
二
八
ケ
村
に
換
算
し
て
み
る
と
、
略
、
高
井
戸
宿
南
北
助
郷
三
十
五
ケ
村
の
六
倍
の

石
高
に
し
て
五
五
、
五
二
回
石
。
人
足
一

二、

一
二

O
人
。
馬
四
八
六
疋
と
な
り
、
こ
れ
が
中
仙
道
中
板
橋
宿
一
駅
の
み
で
あ
り
、
中
仙
道

六
七
宿
あ
る
か
ら
し
て
、
さ
き
の
板
橋
宿
動
員
数
の
凡
そ
六
十
七
倍
と
な
る
。
以
て
如
何
に
こ
の
度
の
和
宮
御
下
向
の
よ
っ
て
く
る
、
助
郷

動
員
が
毘
大
且
前
例
の
な
い
事
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ー

倫
こ
の
度
の
助
郷
動
員
を
一
村
内
で
は
、
如
何
な
る
状
態
と
な
る
か
を
見
ょ
う
。

武
州
多
摩
郡
関
前
村
の
文
久
度
に
お
け
る
軒
数
は
、
凡
そ
五
四
軒
で
、
石
高
は
二
三
八
石
で
あ
っ
た
。
右
の
石
高
に
対
す
る
割
当
人
足
は

五
三
人
で
あ
る
・
か
ら
し
て
、
路
、
当
村
各
戸
総
出
で
勤
方
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
勘
定
と
な
る
。
そ
の
上
、
馬
二
疋
の
動
員
で
あ
る
。
馬
壱
疋
に

付
い
て
人
足
馬
士
二
人
つ
く
と
し
て
、
結
局
、
人
日
比
都
合
五
七
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
少
く
と
も
各
軒
別
に
一
人
は
動
員
さ
れ
、
倫
こ
の

度
の
加
助
郷
に
二
回
宛
出
勤
す
る
も
の
も
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
叉
当
村
名
主
は
、
甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
宿
助
郷
三
五
ケ
村
惣
代
と
七

て
、
宰
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
が
更
に
加
担
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
農
村
に
と
っ
て
み
て
も
、
容
易
な
ら
ざ
る

事
態
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五

次
い
で
元
治
元
年
(
一
八
六
回
)
八
且
、

海
道
の
交
通
は
繁
く
な
っ
て
き
た
。
即
ち
、

動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
品
川
宿
，
t
雇
人
馬
一
件
歎
願
品
々
控
」

史
上
著
者
な
る
将
軍
家
茂
の
長
州
征
伐
々
あ
る
。
こ
の
布
令
と
共
に
、
甲
州
道
中
は
勿
論
、
東

次
の
様
な
蝕
警
が
元
治
元
年
十
且
廿
九
日
に
、
東
海
道
品
川
宿
へ
の
加
助
郷
が
、
こ
れ
ら
一
円

(
井
口
家
文
書
〉

今
般
御
進
発
ニ
付
御
用
継
立
を
始
御
供
役
々
多
人
数
通
行
東
海
道
品
川
宿
継
立
人
馬
不
足
ニ
付
同
宿
役
役
人
共
ぷ
対
談
次
第
御
進
発
御
用
之
継

立
エ
限
リ
相
当
之
賃
銭
請
取
之
人
馬
無
滞
差
出
御
差
支
不
相
戎
様
遂
一
示
談
可
取
斗
も
の
也

子

十

周

廿

九

日

イ左出
渡雲

印印

(
両
人
道
中
奉
行
所
)
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五
九

と
し
て
、
次
の
村
々
が
御
定
助
郷
の
触
出
と
な
っ
た
。

花

原

則

郁

三
十
九
ケ
村

多

摩

郡

九

十

一

ケ

村

豊

島

郡

七

ケ

村

都

合

百

三

十

七

ケ

村

角
川
崎
宿
よ
り
触
流
し
村
数
は
百
二
十
八
ケ
村
と
な
っ
て
お
り
朗
幹
味
略
品
川
宿
助
郷
触
出
し
村
数
と
同
様
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
し
、

今
回
の
助
郷
動
員
は
前
回
の
和
宮
様
御
降
下
の
際
に
お
け
る
助
郷
動
員
に
次
ぐ
隠
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

そ
こ
で
早
速
甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
両
宿
定
助
郷
三
十
五
ケ
村
中
の
北
組
二
十
三
ケ
村
は
、
今
回
の
品
川
宿
助
郷
人
馬
の
免
除
願
を
べ
道

中
奉
行
所
に
村
役
人
連
印
の
も
と
に
差
出
し
た
の
で
あ
る
。
(
日
)

そ
の
要
旨
と
す
る
と
こ
ろ
次
の
様
で
あ
る
。

ペ
1
)
当
北
組
村
々
は
、
御
鷹
場
内
で
あ
っ
て
、
御
成
御
用
人
足
が
最
近
繁
く
、
叉
厳
し
さ
を
増
し
た
こ
と
。

ペ

2
)
武
蔵
野
新
田
村
・
々
と
し
て
は
、
一
帯
に
薄
地
で
あ
っ
て
、
作
柄
は
悪
し
く
、
連
年
の
不
作
が
崇
っ
て
、
小
前
百
姓
は
塗
炭
の
苦
し

み
を
じ
て
い
る
こ
と
。

(
3
〉
甲
州
道
中
の
交
通
が
頻
繁
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
助
郷
伝
馬
投
郎
過
震
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。

ペ
4
)
御
栗
林
御
用
地
内
に
し
て
、
根
附
・
世
話
の
御
用
役
が
増
し
て
き
た
こ
と
。

ハ
5
)
之
に
加
う
る
に
、
文
久
元
年
の
和
宮
様
押
下
向
の
節
)
村
を
挙
げ
て
之
に
勤
方
を
し
た
こ
と
。

ヘ
8
)
更
に
本
年
は
、
品
川
宿
迄
、
是
叉
加
助
郷
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ん
と
し
て
も
難
渋
に
付
、
御
免
除
願
い
た
い
こ
と
。

等
々
で
あ
っ
て
、
如
何
に
加
助
郷
の
依
っ
て
く
る
村
全
体
に
及
ぼ
す
、
影
響
の
大
な
る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
歎
願
書
は
結
局
、
国
家
有
事
の
際
で
あ
り
、
容
易
な
ら
ざ
る
事
と
し
て
聞
届
ら
れ
な
か
っ
た
の
そ
こ
で
一
応
は
引
下
る
の
が
常
道
で

あ
ろ
う
が
、
何
ん
と
し
て
も
今
度
許
り
は
是
が
非
で
も
免
除
願
う
べ
く
、
多
数
の
村
々
で
い
け
な
け
れ
ば
、
小
数
の
村
で
そ
れ
こ
そ
個
々
の

事
由
を
述
、
ヘ
て
認
め
て
貰
お
う
と
執
拘
に
、
官
に
対
し
願
い
出
た
。
所
謂
、
今
後
共
東
海
道
筋
当
分
助
郷
御
免
除
願
書
(
日
)
を
再
度
、
道
中

奉
行
所
へ
差
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
前
述
の
如
く
、
各
個
々
の
村
の
特
殊
事
情
を
述
べ
て
、
そ
の
真
意
を
是
非
聞
届
け
て
貰
う

同同武

1
 

・
1
・
叫
ノl
 

t
H，J
 i
 

--Mマ，，
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ぺ
く
、
武
州
多
摩
郡
関
前
村
外
、
上
連
雀
村
・
柴
崎
村
・
下
仙
川
村
・
井
口
新
田
・
野
崎
新
田
の
六
ケ
村
は
、
夫
々
自
分
の
村
の
事
由
を
述

べ
免
除
願
う
べ
く
、
関
前
村
名
主
井
口
忠
左
衛
門
を
惣
代
役
と
立
て
て
、
歎
願
書
な
る
一
連
の
長
文
ー
を
託
し
た
の
で
あ
る
1

こ
の
事
か
ら
し

て
み
て
も
、
当
時
如
何
に
村
々
が
切
実
に
塗
炭
の
苦
し
み
を
嘗
め
え
い
た
か
が
促
け
る
の
で
あ
る
が
、
今
、
そ
の
要
旨
を
箇
条
書
で
一
万
し
、

一
層
の
深
味
を
み
よ
う
。
然
し
乍
ら
、
六
ケ
村
全
部
は
到
底
長
文
す
ぎ
る
の
で
多
摩
郡
関
前
村
一
村
の
み
の
要
旨
そ
筒
条
警
に
し
て
掲
げ
る

ご
と
と
す
る
。

(

1

)

当
村
高
二
三
八
石
四
斗
八
升
九
ム
口
の
中
、
二
一二
八
石
は
、
甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
両
宿
定
助
郷
で
あ
る
こ
と
。

ハ
2
)
然
る
に
、
今
回
川
崎
宿
投
入
の
改
高
当
村
は
、
四
三
四
石
余
と
な
っ
て
し
る
。
こ
の
う
ち
、
新
田
一
九
四
石
六
斗
五
升
三
合
を
込

高
と
さ
れ
て
レ
る
。

新
田
の
儀
は
検
地
以
来
、
年
貢
割
附
も
別
々
に
し
て
、
養
料
金
割
渡
し
が
無
い
時
は
相
続
出
来
難
い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
。

徳
川
八
代
将
軍
吉
宗
の
台
命
に
よ
る
、
十
町
余
の
反
歩
が
御
栗
林
と
な
り
、
粟
笑
そ
上
納
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
。
叉
そ
れ
に
要
す
る

諸
人
足
も
彩
し
い
こ
と
。

当
村
は
叉
御
鷹
場
内
に
て
、
御
成
御
用
御
場
静
、
勢
子
・
九
日
比
・
鷹
餌
の
虫
類
等
々
の
徴
逮
で
、
既
に
当
村
内
は
取
り
尽

L
、
こ

の
た
め
、
二
、
三
里
の
外
ま
で
尋
ね
掠
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

玉
川
御
上
水
取
入
口
、
羽
村
の
水
元
押
見
分
御
用
、
普
語
奉
行
・
問
心
衆
の
通
行
は
、
繁
く
し
て
当
村
は
モ
の
継
立
場
と
し
て
、

そ
の
賄
料
知
莫
大
と
な
り
、
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
に
は
、
こ
れ
ら
賄
料
を
隣
村
二
・
三
ケ
村
で
助
合
せ
償
う
こ
と
と
な
っ

た慶
応
元
年
(
一
八
六
五
)
五
月
中
、
将
軍
御
進
発
に
際
し
て
は
、
村
高
新
田
込
高
四
三
四
石
余
め
中
、
九
分
通
り
馬
一
二
七
石
余

の
分
を
割
渡
し
、
品
川
宿
へ
増
助
郷
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
。

去
る
三
用
、
王
子
滝
野
川
村
地
内
へ
反
射
炉
附
産
水
車
佐
作
っ
た
が
、
当
村
地
内
キ
川
堀
用
水
縁
の
土
地
築
き
に
対
す
る
、
普
請

奉
行
・
勘
定
奉
行
及
び
そ
の
家
中
衆
の
御
見
八
貯
が
あ
り
、
新
規
堀
割
普
請
っ
普
請
場
の
勘
定
役
・
大
砲
方
反
射
炉
掛
り
そ
の
他
の

掛
り
符
人
衆
の

千
川
堀
筋
の
見
分
。
山
川
六
里
の
道
法
の
水
路
御
見
分
廻
り
投
入
品
問
中
の
、
当
村
へ
時
々

一再
々
の
休
泊
、
荷
物
継
立

を
始
め
諸
賄
レ
を
負
担
し
た
こ
と
。

六。

ハ
3
)

(

4

)

 

(
5〉

ハ
6
)

ハ
7
U

(

8

)

 

Hosei University Repository



ペ

g〉
(
叩
)

武
蔵
野
新
田
は
殆
ん
ど
皆
畑
に
て
、
薄
地
の
土
地
柄
引
九
何
れ
の
宿
方
へ
も
、
助
郷
は
勤
め
る
こ
と
が
出
来
ぬ
こ
と
。

当
村
太
田
は
、
従
来
の
定
加
助
郷
で
大
へ
ん
難
儀
し
て
い
る
。
よ
っ
て
人
馬
平
均
割
談
判
中
、
折
柄
、
西
国
・
中
国
筋
の
諸
大
名

家
中
衆
が
多
人
数
運
行
が
繁
し
く
、
上
下
高
井
戸
両
宿
の
継
立
も
摘
々
，
増
し
、
難
渋
も
嵩
ん
で
き
た
こ
と
。

古
今
稀
れ
な
る
諸
色
高
値
と
な
り
、
蒔
作
付
の
苗
類
肥
物
は
施
入
出
来
ず
、
小
前
百
姓
は
そ
の
日
の
夫
食
に
も
事
欠
く
仕
末
で
あ

ヲ
匂
こ
と
。

馬
持
は
売
払
い
、
質
地
差
入
れ
、
地
借
融
通
も
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。

以
後
継
立
は
三
駄
積
の
小
車
を
許
可
さ
れ
た
い
こ
と
っ
道
中
通
行
の
中
止
願
は
難
か
し
く
、
踊
主
嵩
ん
で
き
た
こ
と
。

元
治
元
年
(
一
八
六
回
)
十
一
月
中
、
甲
府
表
へ
犬
拍
及
び
玉
鉄
砲
、
甲
府
勤
番
警
衛
の
投
方
、
掛
り
投
入
衆
中
供
揃
い
多
人
数

に
及
び
、
こ
の
人
足
勤
九
千
余
人
3

八
王
子
千
人
隊
衆
等
~冷
其
外
諸
荷
物
の
遺
払
を
し
牝
こ
と
。

十
一
月
廿
二
日
よ
り
晦
日
盗
、
定
助
郷
一
同
十
五
才
以
上
六
十
才
以
下
、
残
ら
ず
宿
方
へ
詰
切
り
、
昼
夜
の
差
別
な
く
継
立
を
し

た
こ
と
。

慶
応
元
年
四
月
中
、
八
王
子
千
人
衆
大
勢
目
黒
の
駒
場
で
、
御
成
調
練
の
度
々
住
返
し
た
こ
と
。

同
年
五
周
八
日
ヱ
り
十
日
夜
造
、
右
千
人
衆
・
御
頭
衆
犬
勢
が
御
進
発
供
御
用
と
し
て
遁
行
、
前
同
様
人
馬
詰
切
昼
夜
継
立
、
こ

の
人
足
五
千
人
余
勤
め
た
こ
と
。

同
年
十
二
月
廿
三
日
よ
り
廿
六
日
迄
、
甲
府
警
衛
御
用
火
砲
・
弾
薬
等
々
多
数
、
是
叉
助
郷
人
篤
詩
句
昼
夜
継
立
、
こ
の
遣
払
い

人
足
五
千
人
余
り
勤
め
た
こ
と
。

臨
時
の
継
立
に
よ
っ
て
、
悉
く
之
等
村
々
が
疲
弊
困
慣
が
そ
の
極
に
達
し
た
こ
と
υ

当
村
四
十
一
軒
で
人
数
一
九
五
人
の
中
、
村
役
人
・
僧
、
老
幼
・
病
身
・
女
・
地
所
奉
公
人
を
除
く
と
、
定
助
郷
に
勤
め
る
壮
青

年
は
、
僅
に
十
八
大
に
馬
壱
疋
と
て
も
な
い
こ
と
。

右
様
の
大
通
行
の
節
は
、
人
馬
差
支
え
る
た
め
手
空
き
の
村
々
の
代
助
郷
に
よ
り
、
休
校
を
願
い
出
た
わ
け
で
あ
る
。

中
古
る
慶
応
元
年
四
月
、
定
助
郷
の
中
、
多
摩
郡
吉
祥
寺
村
八
七
四
石
は
、
千
駄
ヶ
谷
煙
硝
蔵
警
衝
に
当
り
、
そ
の
故
を
以
て
助
郷

免
除
の
由
。

ハ
日
)

(ロ)
ハ
悶
)

(
叫
)

(
悶
〕

(
間
)

(
打
)

(
問
)

，....... ，....... 

20 19 、J ¥J 
(

引

)(n) 

~ 

ノ¥
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』ム

ノ、

ペ
幻
)
叉
惣
助
郷
の
余
荷
は
勤
込
に
な
る
た
め
、
繭
々
極
窮
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
種
代
の
悪
条
件
を
理
由
と
し
て
、
川
崎
宿
へ
の
人
馬
勤
は
出
来
か
ね
る
し
、
叉
出
来
る
力
も
無
い
次
第
で
あ
る
。
何
れ
に

し
て
も
当
村
は
上
下
を
問
わ
ず
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
表
記
の
東
海
道
筋
当
分
の
間
助
郷
の
免
除
、
を
願
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
筒
、
関
前
村
に

引
続
い
て
上
連
雀
村
・
柴
崎
村
・
下
仙
川
村
・
野
崎
村
・
井
口
新
田
の
各
村
々
も
、
夫
々
の
角
度
か
ら
免
除
さ
れ
得
る
条
件
を
、
一
切
漏
ら

さ
ず
歎
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。六

以
上
の
経
緯
に
よ
っ
て
、
天
領
下
に
お
け
る
甲
州
道
中
高
井
戸
宿
、
助
郷
村
と
工
て
の
一
農
村
を
と
り
ま
く
、
之
等
助
郷
の
奈
辺
な
る
か

が
、
略
、
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
が
他
の
宿
助
郷
村
に
お
い
♂
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
叉
徳
川
封
建
時
代
金
期
を
d

遇

し
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
事
に
お
い
て
も
出
発
当
初
の
趣
旨
は
順
調
だ
し
、
結
構
で
あ
る
も
の
知
幕
末
へ
く
る
と
暫
時
、
責
租
・
物

価
の
高
値
・
土
地
の
薄
帯
が
累
積
し
、
中
で
も
こ
の
助
郷
の
負
担
過
重
こ
そ
は
、
最
小
自
治
体
と
し
て
の
村
負
担
能
力
め
、
最
安
、
極
限
を
突

破
し
て
い
く
傾
向
が
顕
著
に
現
わ
れ
た
こ
と
は
大
き
く
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

資
料
・
註
(
武
州
多
摩
郡
関
前
村
井
口
忠
左
衛
門
所
蔵
〉

一託
(

1

)

急
御
用
廻
状
ハ
覚
保
三
年
歎
)

(

2

)

差
上
申
御
誇
室
田
之
事
延
亨
元
年

(
3
〉
人
馬
相
勤
侯
定
書
之
事
延
亭
五
年

(

4

)

連
判
詩
書
之
事
覚
延
二
年

(
5
〉
乍
恐
以
書
付
奉
御
願
上
侯
寛
延
三
年

(

6

)

差
上
申
御
誇
書
之
事
寛
政
十
年

(

7

)

取
極
議
定
一
札
之
事
交
久
元
年

(

8

)

御
伝
馬
人
馬
滅
γ
勤
歎
願
書
控
文
久
元
年

〔

9
V
和
宮
様
御
下
向
ニ
付
文
久
元
年
板
橋
加
助
郷
人
馬
動
方
議
定

(
m
v

和
宮
様
御
下
向
ニ
付
御
当
日
御
継
立
人
馬
仕
訳
帳
板
橋
宿
交
久
元
年

(
日
)
乍
怒
以
書
付
奉
歎
願
候
元
治
元
年
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(
昭
)
東
海
道
筋
当
分
助
郷
御
免
除
原

資
料
武
州
多
摩
郡
関
前
井
口
家
文
書

急
御
用

註
(

1

)

廻
状吉
祥
寺
村
納

明
後
十
八
日
臨
時
嵐
山
へ
御
成
候
問
先
達
書
付
相
渡
通
人
足
馬
制
限
並
場
所
共
-
一
無
間
違
召
連
可
被
参
候
以
上

亥
ノ
(
寛
保
三
年
歎
)
伊
奈
半
左
衛
門
内

三

月

十

六

日申中刻

惣
代
願
書
之
盤

慶
応
二
年

、、
'
E
Ed
 
i' 

林

藤

民E

五

平

川

藤

左

衛

門

平

川

藤

左

衛

門

印

横

井

太

介

印

高

野

新

八

回

小

林

藤

五

郎

印

村

町
村

田

村

田
村右

名

主

中

追
而
此
廻
状
次
第
相
廻
し
尤
村
下
一
一
印
形
い
た
し
留
ぷ
可
相
返
候
以
上

関西松音

久祥
前庵
保寺

(
2〉

上
下
高
井
戸
宿
助
人
馬
触
出
し
之
村
順
不
同
一
一
而
再
三
に
お
よ
か
候
村
方
茂
有
之
侯
一
一
付
今
般
改
之
上
再
以
触
之
村
方
者
筆
順
之
末
相
立
三
度
一
一
お

よ
か
侯
分
敷
置
を
加
助
人
馬
触
出

γ
村
之
郷
を
記
し
為
持
置
関
宿
人
馬
-
一
て
不
足
之
節
者
凶
帳
面
ヲ
以
不
向
無
之
様
助
人
馬
相
触
度
ニ
宿
役
人
助
郷
名

主
印
形
致
し
百
石
当
り
も
甲
乙
無
之
可
差
出
侯
其
度
之
御
代
官
所
在
可
申
出
者
也
右
村
方
不
順
無
之
様
割
合
可
申
候
若
費
之
人
馬
触
出
し
狼
成
仰
付
於

有
之
者
可
為
曲
事
候
以
上
延
亨
元
子
年
水
対
馬
印

稲
下
野
御
印

ノ、
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ノ、
四

差
上
申
御
請
幸
一
国
之
事

一
、
拙
者
共
村
々
前
々
ぷ
高
井
戸
宿
助
郷
一
六
彼
仰
付
所
助
郷
村
郷
帳
茂
無
之
不
同
成
義
有
之
侯
一
一
付
猶
叉
出
度
御
改
之
上
稲
生
下
野
守
様
水
野
対
馬
守
様

御
速
印
之
御
証
交
を
以
被
仰
付
候
所
口
御
郷
帳
之
趣
拝
見
奉
畏
候
自
今
御
定
之
宿
高
弐
拾
五
疋
弐
捨
五
大
相
立
候
外
者
平
生
百
石
弐
疋
当
り
之
積
り
を
以

高
井
戸
宿
人
馬
相
触
次
第
無
滞
御
伝
馬
役
相
勤
可
申
候
其
外
格
別
之
大
通
行
之
人
馬
割
増
等
有
之
候
節
者
百
石
当
日
之
割
合
之
上
届
人
馬
差
出
シ
可
申
候

尤
其
度
々
宿
役
人
助
郷
名
主
印
形
致
置
可
申
侯
然
上
者
致
不
参
御
伝
馬
御
用
相
滞
候
ハ
ハ
御
吟
味
之
上
如
何
様
之
曲
事
-
一
茂
可
被
仰
付
侯
為
御
誇
助
郷
村

々
名
、
王
組
頭
速
判
在
交
差
上
申
候
以
上

延
享
元
年
子
八
月

(

5

)

話
人
馬
相
勤
候
定
書
之
事

一
、
人
足
壱
人
但
一
日
賃
銭
百
五
拾
交

右
賃
銭
之
内
ニ
而
才
覚
仕
候
品
裳
笠
割
籍
小
遣
等
自
分
人
用
ニ
而
相
勤
申
侯

一

、

馬

壱

疋

但

一

日

賃

銭

三

百

五

拾

交

右
賃
銭
之
入
-
一
而
才
覚
仕
候
品
裳
笠
割
錯
小
遣
等
弁
飼
馬
桶
等
自
分
入
用
二
而
相
勤
可
申
候

て

才

料

壱

人

但

一

日

賃

銭

弐

百

五

拾

文

右
賃
銭
之
内
ニ
而
才
覚
仕
候
品
笠
ム
ロ
羽
割
籍
股
引
や
た
て
小
遣
等
自
分
入
用
-
一
而
相
勤
可
申
候

一
、
名
主
壱
人
但
一
日
遣
銭
三
百
五
拾
文

右
遺
銭
之
内
-
一
而
才
覚
仕
候
品
笠
合
羽
股
引
草
鮭
懸
半
て
ん
羽
織
や
た
て
割
錆
わ
ん
壱
兵
小
遣
等
自
分
入
周
一
一
而
相
勤
可
申
侯

右
給
物
之
分
井
馬
飼
領
賄
方
λ
O

指
出
し
可
被
申
候
動
方
之
儀
随
分
大
切

-一仕
御
用
無
滞
御
役
人
弁
名
主
才
料
御
差
図
次
第
急
度
相
勤
可
申
候
以
上

延

享

五

年

辰

五

月

才

料

藤

右

衛

門

印

伝

主

平

助

回

人

足

圧

門

印

人

足

平

門

田

人

足

金

門

印

人

足

小

衛

印

伝

主

杢

門

印

馬馬

右

衛

左

衛
右

衛兵
右

衛
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右 多聾 5 共村後以年指出-、 d 震人官様ー、 ε 〆ヘ 之_4 

重 摩嶋 々ZL拙id相 通承庇ー、、J

寛知書
郡郡 何フ交ロ し々詩 延仕

々 差 招z重村監主z江乍 式集々連

州道E 中11" 覚上 々心 々 御 々 恐 年十己 銭出 連判ニ 判之得 後高上 触上

田屋間一関一 i童 要文量州章開式待走指童i候 話制Ei御 月相而請霊

y敷ヶ 生筆年助江上 侯戸宿 願
懸日 g並立l 事

前 事馬延以目J 候上申 {侯際

府中日 谷【分窪 入之山J 享人馬様ー一助江上候 ノ、、 書之

村村村村村 用之往来御、保差願上奉一付村一人馬人馬
村中 上通

野右 =通九出 指出 差

者御 も D 辰年候者義 々 出 立合 下高
三ケ 上中国 馬人節之 候殊来し侯儀
車 谷河分 代官自候 淘府甲当 書外 り者

以を 戸井

郷 保原寺 様.e 代官線解勤拾四 庖第仕 候$府甲 銭出 助宿

相動 村村村 御触ニ御様番年五 然処城御
割事出 蓑人E 

右宿 を付触方前以 侯依之 ニ御
村を御 用

々 貫上育 助以々 以走ヲ塁j享河く 年近 = 
可f申畏 主先之再加 っJ、、 人馬指 難義人馬 一 前々 御付

外雲井金柳 至指出毒面年 z話会 後為 還御

出極依量Z 脆 御 遁下大弁 しし代 り知分 証代

隣町 様当官i向も入
連判交 様御官

遠軍 = 六事藤左 空待里
下下車 被仰 年以車御 家 下不申節 誇角虫

か 付度村 中高何高 警を

助銀fl 染谷返 被下々 衛江芦 戸井連之井戸宿
の以

無高 谷保 侯置願泰 様御門 表 宿ぷ御方ぷ
如而 馬人

件差
数 村村村 山上f震奉行触御江 其時 様御 関

出

之 ノ、所を越引 御行所泰
前
様侯

穴人馬 小是本 事難有奉者当様村助人以ェ 御々 通り
惣村 一

ヨ三出 停立喜義宿 順 f寸 代官様 2ヒ様御
御

御害 馬初
百井

訴訟申
百 政 指出而 相代様官 姓新
分 以上 江御 知

増両年y 村村宿 円主=両宿語候申L助当分都 訴府不せら 江御
代田 上

候村

難里儀仕 一而 然所被仰付 上申願申
7< 

ニ相 御狼 連

主介記霊護童手馬人 蓄量毒
哨j
相

グ侯四 様々代 ヨ民グリ守く
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六
六

日
飯
塚
常
之
丞
様
御
支
配
之
節
高
掛
D
菜
種
大
豆
免
除
相
顔
去
ル
申
ぷ
去
巴
迄
拾
ヶ
年
免
除
彼
仰
付
当
午
年
季
明
ケ
ニ
付
石
高
掛
D
永
久
免
除
被
仰
付
旨

奉
願
上
侯
処
永
久
免
除
之
儀
ハ
難
被
仰
付
旨
被
仰
渡
御
吟
味
之
上
当
午
ぷ
卯
迄
拾
ヶ
年
免
除
に
付
被
成
下
候
処
今
般
御
伺
之
通
ηJ
菜
種
大
豆
当
午
ぷ
卯
迄

拾
ヶ
年
免
除
御
下
知
相
済
候
段
被
仰
渡

一
同
難
有
承
知
仕
候
依
之
御
誇
臼
形
差
上
候
如
件

寛
政
十
牛
年
十
一
月

野

田

文

蔵

様
御

役

所

(

7

)

取
極
議
定

一
札
之
事

甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
宿
定
助
郷
北
組
弐
拾
三
ケ
村
之
義
近
年
諸
家
様
方
其
外
共
追
え
御
通
行
相
増
候
-
一
付
兼
而
人
馬
動
方
等
取
極
可
致
心
得
之
処
尚

今
般
紀
伊
様
御
家
中
衆
去
申
ぷ
巴
迄
拾
ク
年
之
間
二
・
三
・
囚
弁
入
・
九
月
年
々
六
ヶ
月
y
y
一
日
人
足
三
十
八
人
馬
拾
三
疋
融
通
遺
之
義
道
中
御
奉

行
所
様
御
聞
届
之
旨
宿
々
ぷ
御
誇
書
差
上
候
義
一
一
付
而
ハ
助
郷
村
々
之
義
是
迄
之
通
相
心
得
人
馬
速
不
参
叉
者
買
上
等
い
た
し
候
雨
戸
継
立
御
用
御
差
変

-
一
付
巳
来
買
揚
賃
銭
引
上
候
戸
山
人
馬
正
勤
一
一
可
相
成
義
一
一
付
今
般
右
之
通
D

ケ
条
ヲ
以
説
定
取
扱
申
候

一
、
人
馬
買
上
賃
銭
之
義
人
足
壱
人
z
付
銭
弐
百
五
拾
文
馬
壱
疋
ニ
付
銭
六
百
文
宛
御
役
所
迄
巳
来
差
出
可
申
候
事

附
且
也
迄
ハ
助
郷
人
馬
宿
江
買
上
銭
相
渡
叉
者
買
上
銭
ヲ
以
人
足
同
士
相
対

一一
而
宿
人
馬
等
相
雇
候
様
有
之
間
取
違
御
座
候
間
右
者
以
来
聞
キ
相
成
不

畠
・
候
事

一
、
村
々
触
当
人
馬
之
内
壱
人
壱
疋
成
共
不
参
致
可
も
の
有
之
候
村
万
江
ム
早
速
人
足
便
ヲ
以
其
村
方
役
人
江
申
遺
為
返
怠
其
当
人
ぷ
人
足
壱
人
二
付
金

壱
朱
馬
壱
疋
ニ
付
金
弐
朱
ヅ
ツ
村
役
人
ぷ
取
替
差
出
可
申
事

附
差
懸
B
急
触
村
之
義
九
人
馬
関
ニ
ム
口
急
候
場
も
有
之
候
閉
路
不
足
之
義
ハ
無
不
及
事

一
、
人
馬
動
方
平
均
勘
定
之
義
人
足
之
義
ハ
是
迄
之
通
壱
人
ハ
壱
人
馬
壱
疋
者
壱
疋
弐
ト
五
厘
之
割
合
ヲ
以
己
来
平
均
勘
定
一
一
相
成
可
申
候
事

一
、
留
人
馬
之
義
村
々
ニ
寄
難
渋
申
候
村
方
有
之
義
候
得
共
右
者
御
継
荷
物
迄
貫
目
叉
者
当
日
差
懸
D
御
先
触
有
之
候
分
一
一
差
支
候
関
村
々
一
同
留
人
馬

之
義
難
渋
不
申
無
差
支
相
勤
可
申
侯
事

附
御
継
立
刻
限
後
レ
夜
中

ニ
一
相
成
候
共
是
叉
前
同
様
相
勤
候
事

て
大
通
行
二
而
助
郷
人
馬
惣
触
ニ
相
候
上
猶

紀
伊
様
御
定
中
人
馬
融
通
遺
急
御
通
行
御
先
触
等
有
之
候
九
九
前
触
当
之
外
人
馬
再
触
状
差
出
候
共
触
当
通
無
遅
滞
急
度
人
馬
差
出
可
申
候
事
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一
、
宿
諸
人
馬
触
等
之
義
二
刻
限
付
状
-
一
認
メ
差
出
侯
間
村
々
=
而
も
割
付
ヲ
以
申
侯
継
立
刻
限
通
日
無
相
違
人
馬
詰
致
可
申
侯
事

右
之
通
ヨ
今
般
村
々
役
人
一
同
立
会
取
極
候
処
相
違
無
之
依
而
老
村
立
役
人
中
ぷ
小
前
一
同
江
堅
ク
相
心
得
侯
処
申
渡
毎
村
銘
々
小
前
連
印
議
定
取
極
置

旦
往
還
諸
継
荷
物
附
卸
取
扱
方
等
迄
厚
相
心
得
廉
答
間
違
無
之
様
是
叉
申
渡
取
究
置
可
申
候
依
之
左
之
通
D
議
定
違
印
致
置
侯
処
為
後
日
の
如
件

甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
宿

定
助
郷

北
組
弐
拾
三
ケ
村役
人
達
印

文
久
元
酉
年
三
月
四
日

(

8

)

 

御
伝
馬
人
馬
減
し
勤
歎
願
書
控

甲
州
道
中
上
下
高
井
戸
宿
定
助
郷
北
組

弐
拾
三
ケ
村
惣
代
之
内

関
前
忠
左
衛
門
取
持

乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
侯

甲
州
道
中
上
高
井
宵
下
高
井
戸
両
宿
定
助
郷
之
内
御
料
私
領
銘
ぞ
弐
拾
三
ケ
村
役
人
惣
代
武
州
多
摩
郡
関
前
村
名
主
忠
左
衛
門
外
壱
人
奉
申
土
俵
右
弐

ケ
宿
定
助
郷
高
九
千
弐
拾
石
右
之
内
高
弐
千
六
百
三
拾
七
石
ハ
同
郡
世
田
ヶ
谷
村
外
拾
壱
ケ
村
ニ
而
南
組
与
唱
高
六
千
三
百
八
拾
三
石
ハ
私
共
弐
拾
三
ケ

村
ニ
而
北
組
与
唱
承
諾
之
上
月
々
日
数
九
日
者
南
組
日
数
二
十
一
日
者
北
組
与
御
伝
馬
役
引
分
ケ
相
勤
来
候
処
去
ル
文
化
度
宿
方
難
渋
一
一
付
御
定

馬
之
内
余
荷
相
勤
呉
候
様
助
郷
江
相
頼
、
、
、
候
其
節
双
方
相
談
之
上
宿
物
立
直
D
候
迄
御
定
人
馬
式
袷
五
人
弐
拾
五
疋
之
内
六
人
三
疋
八
疋
図
引
去
残
弐
拾

九
人
弐
拾
弐
疋
内
拾
弐
人
八
疋
宿
方
-
一
而
立
払
七
人
拾
四
疋
助
郷
エ
而
余
荷
相
勤
被
在
候
処
天
保
九
成
年
中
源
谷
遠
江
守
様
道
中
御
奉
行
御
勤
役
中
右
余

荷
休
役
奉
額
上
同
十
三
寅
年
正
月
よ
り
御
定
人
馬
不
残
宿
方
一
一
而
立
払
罷
在
候
処
弘
化
二
巳
年
年
四
月
中
久
須
美
佐
渡
守
様
道
中
御
奉
行
御
勤
役
之
節
同

年
五
月
ぷ
去
申
四
月
迄
中
拾
五
ヶ
年
之
間
御
定
人
馬
之
内
四
人
四
疋
ハ
上
保
谷
村
外
六
ケ
村
江
増
助
郷
七
人
拾
疋
ハ
助
郷
村
々
江
余
荷
動
被
仰
付
去
申
年

四
月
中
年
季
明
ニ
一
相
成
侯
得
共
今
以
宿
方
相
続
仕
法
不
相
定
難
渋
之
旨
申
し
ニ
付
宿
助
郷
之
間
物
難
獣
止
猶
叉
同
九
月
，
d
来
ル
成
四
月
迄
中
拾
ヶ
年
之
間

馬
拾
疋
助
郷
ニ
而
余
荷
可
遺
旨
聞
呉
い
た
し
御
国
恩
を
相
弁
相
対
ヲ
以
余
荷
之
儀
取
極
メ
尤
助
郷
村
々
連
友
之
難
渋
余
荷
ニ
付
今
般
ヲ
限
以
来
助
郷
迄
余

荷
動
申
入
間
敷
候
答
設
定
為
取
替
御
継
立
御
差
支
無
之
様
大
切
一
一
相
勤
罷
在
候
然
ル
処
去
申
年
九
月
中
紀
州
御
役
人
中
様
方
御
通
行
被
遊
侯
一
一
付
文
政

六
七
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六
八

十
二
丑
年
九
月
中
拾
ヶ
年
季
彼
仰
付
候
振
ム
ロ
を
以
改
而
当
申
ぷ
来
ル
己
迄
拾
ヶ
年
之
間
二
・
三
・
四
並
八
・
九
・
十
月
都
合
六
ヶ
月
者
一
日
人
足
三
拾

八
人
馬
拾
三
疋
之
積
人
馬
融
通
遺
之
儀
御
開
届
一
一
相
成
宿
ぷ
御
詩
書
奉
差
上
候
段
承
知
仕
元
来
私
共
弐
拾
三
ケ
村
之
義
ハ

御
鷹
場
村
々
ニ
而

御
成
御
用
駒
場
原
御
場
持
井
勢
子
御
用
人
足
高
田
中
野
筋
御
場
搾
御
用
人
足
御
道
具
持
出
シ
持
返
御
焚
出
し
御
賦
人
足
両
御
丸
様
御
小
納
戸
御
広
敷
御
膳

所
御
用
杉
之
葉
松
桃
之
葉
接
虫
海
老
蔓
虫
松
虫
鈴
虫
其
ノ
外
虫
類
採
草
類
御
用
御
上
納
彼
仰
付
来
侯
処
近
年
別
而
右
諸
御
用
相
増
其
上
御
上
納
口
問
向
持

方
御
撰
立
厳
重
ニ
相
成
右
品
々
先
々
，
A
O

村
々
軒
別
二
一
収
集
方
市
触
来
候
処
追
々
御
場
内
ニ
右
口
間
取
尽
し
払
底
-
一
相
成
御
場
外
弐
塁
三
里
相
隔
侯
場
所
迄

一
同
相
郡
ユ
罷
越
持
立
仕
御
鷹
野
御
役
所
迄
御
上
納
被
仰
付
石
持
送
D
御
用
人
足
等
感
敷
右
様
品
々
重
々
役
相
勤
其
上
西
国
中
国
筋
御
大
名
薩
州
様

態
本
様
福
岡
様
柳
川
様
芸
州
様
長
州
様
因
州
様
雲
州
様
佐
賀
様
岡
山
様
津
山
様
福
井
様
久
留
米
様
平
宵
様
秋
月
様
淀
様
小
城
様
箆
嶋
様
岡
山
新
田
様
其
外

諸
御
中
衆
先
前
当
道
中
御
通
行
ニ
無
之
処
近
年
多
分
御
往
返
有
之
亦
増
助
郷
人
馬
勤
方
相
筈
困
窮
-
一
陥
加
之
北
組
私
共
弐
拾
一
子
グ
村
者
武
蔵
野
新
田
続
至

而
地
味
悪
敷
薄
地
団
地
少
難
渋
之
土
地
物
諸
作
物
別
而
薗
肥
等
養
入
不
用
候
而
ハ
収
納
無
之
殊
一
一
御
府
内
手
懸
之
場
所
一
一
而
下
菌
等
相
用
候
も
の
稀
-
一
有

之
大
体
糖
灰
メ
粕
魁
油
絞
粕
等
専
一
之
菌
類
一
一
相
用
候
儀
之
処
近
年
追
々
右
口
問
々
直
段
引
上
ケ
以
前
之
四
倍
増
之
相
場
-
一
相
成
侯
一
一
付
連
年
作
附
菌
養
方

不
行
届
殊
更
引
続
不
湯
産
物
諸
作
損
毛
務
敷
年
貢
弁
納
難
渋
之
役
柄
雑
穀
者
舎
高
価
-
一
相
成
泰
三
小
順
口
品
払
底
故
之
義
一
一
而
銘
々
当
春
村
々
雑
穀
夫
金

融
通
い
た
し
ム
口
目
積
D
仕
侯
処
麦
作
取
入
迄
日
数
三
十
日
余
も
引
足
不
申
当
日
営
兼
侯
も
の
不
少
殊
一
一
近
年
馬
持
百
姓
追
々
相
減
候
一
一
付
御
伝
馬
人
馬
動

方
差
支
助
郷
一
同
別
段
議
定
取
極
等
い
た
し
侯
得
共
猶
当
節
諸
色
高
直
之
場
一
一
至
日
漣
も
麦
得
大
豆
等
馬
飼
料
一
一
可
相
成
候
程
之
品
笑
以
可
買
求
手
当
無

之
馬
持
百
姓
ハ
馬
飼
相
成
侯
而
ハ
銘
々
後
日
を
案
夫
々
所
持
-
一
飼
馬
兎
払
無
拠
弐
駄
翠
三
駄
曳
等
之
小
車
ヲ
相
求
駄
賃
稼
或
ハ
日
雇
口
子
稼
等
之
価
を
以

当
日
幽
一
一
一
軸
営
い
た
し
逼
迫
困
窮
之
中
当
諸
作
蒔
仕
附
菌
類
買
入
不
行
届
自
然
秋
作
塾
笑
不
相
成
候
ハ
眼
前
村
柄
立
直
日
一
候
義
ハ
勿
論
馬
持
育
姓
相
続
可

出
来
形
無
御
座
必
至
与
当
惑
之
余
日
北
組
私
共
村
々
一
同
相
談
仕
侯
処
一
一
麻
上
下
高
井
戸
両
宿
前
後
宿
江
ハ
道
筋
平
地
流
川
無
之
往
還

-一
付
御
朱
回
御

証
文
御
乗
掛
御
荷
物
之
外
駄
荷
御
荷
物
継
立
方
二
入
駄
三
駄
積
之
小
車
補
翠
御
継
立
可
仕
外
手
段
無
之
左
侯
ハ
ハ
少
々
人
馬
之
助
一
一も
相
成
附
卸
等
弁
利

宜
敷
是
ハ
前
類
紀
州
御
役
人
中
様
御
通
行
人
馬
融
通
遺
被
仰
付
宿
方
御
定
人
馬
之
内
余
荷
年
季
中
努
以
西
国
中
国
筋
御
大
名
著
家
様
方
御
家
中
衆
多
分

之
御
通
行
ニ
付
御
伝
馬
動
方
而
己
二
打
込
大
小
之
百
姓
農
事
相
続
相
成
兼
候
程
之
儀
法
侭
-
一
而
ハ
可
及
潰
退
転
様
成
行
不
懸
亡
村
之
基
与
一
同
深
グ
相
歎

心
痛
罷
在
何
共
欽
敷
家
存
侯
閣
不
顧
恐
多
御
愁
訴
奉
申
上
侯
何
卒
以

御
憐
感
前
室
田
極
窮
重
々
役
難
渋
之
始
末
御
賢
察
被
成
下
西
国
中
国
筋
諸
家
御
大
名
様
方
御
家
来
衆
当
道
中
御
通
行
不
被

物
之
分
以
来
小
車
ヲ
以
御
継
立
栢
成
侯
様
被
仰
付
被
下
置
度
車
中
願
上
侯

右
願
之
通
御
簡
済
被
成
下
置
侯
ハ
ハ
村
々
一
同
相
助
広
大
之

遊
上
下
高
井
戸
両
宿
馬
附
御
荷
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御
慈
悲
与
難
有
仕
ム
ロ
奉
存
候
以
上

州

道

中

上

高

井

戸

宿

下

高

井

戸

宿

右
両
宿
定
助
郷
之
内

竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所

武

州

多

摩

郡

甲同

御
代
官
所

村
越
豊

Z
助
知
行
所

同

州

問

伊
賀
者
給
地
同

州

同

飯
高
主
計
知
行
所

同

州

同

石

谷

帯

万

中
川
主
税
知
行
所

佐
橋
満
三
郎

北

野

村

上

仙

川

村

矢

ケ

崎

村

金

子

村

上

連

雀

村

関

前

村

吉

待

寺

村

下

染

谷

村

郡

深

大

寺

村

郡

佐

須

郡

下

仙

111 
村 村

ノ¥

九

上松酋境下大中野

連仙
町川l
雀 JII

村村村村村村村村

小

豆

立

村

給庵窪
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左

衛

門

七
O 

文
久
元
酉
年
四
月

同

州

同

佐
橋
満
三
郎
知
行
所

同

州

同

郡

竹
蹟
三
右
衛
門
御
代
官
所

同

州

豊

嶋

郡

関

村
右
弐
拾
三
ケ
村
役
人
惣
代

右
上
仙
川
村

年

寄

忠

関

前

村

名

主

忠

郡

入

間

村

柴

崎

村

道
中御
奉

行

所

様

左

衛

F号

(
9〉

和
宮
様
御
下
向
ニ
付

板
橋
加
助
郷
人
馬
動
方
議
定

文
久
元
子
年
十
一
月

議
定
一
札
之
事

民
度
中
山
道
笛

和
宮
様
御
下
向
ニ
付
板
橋
宿
迄
当
分
加
助
郷
被
仰
付

一
、
同
承
知
事
中
長
候
依
而
考
右
宿
ぷ
人
馬
触
当
次
第
無
遅
不
参
村
役
人
附
添
急
度
差
出
可
申
侯
事

一
、
人
足
馬
土
之
も
の
共
喧
嘩
口
論
ハ
不
及
申
惣
而
物
騒
敷
義
聞
而
為
致
申
間
敷
侯
事

て
御
荷
物
大
切
=
仕
御
宰
領
衆
中
之
従
下
旬
一
一
不
敬
我
卒
成
義
是
叉
聞
而
仕
間
敷
候
様
其
村
々
役
人
共
ぷ
堅
グ
可
申
候
事

一
、
助
郷
村
々
一
同
申
合
楽
一
一
陸
敷
世
話
い
た
し
ム
ロ
御
用
御
差
支
無
之
様
精
々
可
申
付
侯
事

一
、
助
郷
高
百
石
ニ
付
馬
四
疋
ツ
ツ
此
分
人
足
八
人
-
一
替
リ
十
二
日
夕
板
橋
宿
揃
十
三
日
動
御
用
相
済
侯
上
無
刻
札
引
戻
し
同
所
江
相
揃
猶
叉
十
三
日
詰

之
分
江
加
日
差
当
可
致
侯
事

多
摩
郡
関
前
村
同
新
田

上
組

Hosei University Repository



附
リ
人
馬
触
之
分
前
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付
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侯
事
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郷
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高
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付
御
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縦
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付
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仕
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右
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右
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右
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摩
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右
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助
郷
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村
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助
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郡
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右
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郷
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目
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村
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右
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右
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右
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右
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摩
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右
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猶
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追
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収
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仕
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収
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付
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七
四

種
之
村
々
旦
左
之
村
々
之
内
一
一
市
覚
東
村
野
崎
村
之
義
者
前
同
様

御
鷹
場
御
用
其
外
相
勤
侯
処
今
砂
内
藤
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宿
ぷ
助
郷
差
村
被
仰
付
関
前
新
国
境
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田
井
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田
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ケ
村
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御
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叉
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右
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付
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追
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付
不
顔
恐
多
比
段
奉
歎
願
侯
何
卒
以

淘
慈
悲
前
段
始
末
御
賢
察
被
成
下
置
品
川
宿
江
雇
人
馬
差
出
候
儀
御
免
除
被
成
下
置
度
奉
額
上
侯
以
上

元

治

元

子

年

十

一

月

松

村

忠

四

郎

御

代

官

所

武
州
多
摩
郡
北
野
村

兼

帯

名

主

清

右

衛

門

外
弐
拾
三
ケ
村
連
名
ハ
略
〉

(
刊

M
〉

東
海
道
筋
当
分
助
郷
御
免
除
願

惣
代
願
書
之
控
多
摩
郡
関
前
村

慶
応
二
寅
年
外
五
ケ
村
惣
代

右

関

前

忠

左

乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
侯

甲
州
道
中
上
下
高
井
一
円
両
宿
定
助
郷
武
州
多
摩
郡
関
前
村
上
連
雀
村
柴
崎
村
下
仙
川
村
井
同
郡
井
口
新
田
野
崎
村
右
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